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秋田ݝೆΛத৺ʹɺϏϑϨɾ৯品ؗͳͲのѪ͞ΕΔεーύーͮ Γ͘Λ࣮ફ͢Δதԝࢢɻ
ত��のۀҎདྷɺੜ�品の品ଗ͑ͱおଧͪײの͋ΔՁ֨ઃఆʹͩ͜わΓɺҬ
のお٬༷ʹ͠·ΕͯいΔɻళฮごͱのੑݸΛ͔ࣗͨ͠׆༝のߴいӦۀల開͕ಛ
ͩɻࡢ�݄ʹۚᖒਖ਼थ͕ࢯ�ࣾʹब͠ɺ৽ͨͳల開Λܴ͑ͯいΔɻ

鮮魚店を原点に持つ
スーパーマーケットチェーン

༗ݶ会社中ԝ市場は、ত56年に౬市で「૯合食
品金商ళ」として生し、ͦ の5年後から現社名となっ
た。現ࡏ、εーύーマーケットチェーンとして「食品館」を
౬市に1ళฮ、「ϏフϨ」（چϏッグフϨック）を県内外
に10ళฮ（౬市2、ԣख市、大ઋ市、秋田市2、にか
ほ市、ઋ市、山ܗ県৽ঙ市、ؠख県Ֆר市）展開して
いる。

金ᖒ社は業者で現૬ஊ役を務める・ਖ਼ོࢯの
後を2͙ܧ代目。平成22年に入社し、ࡢ年秋に社に
बした。先代が築いた৫をҾき͗ܧ、さらに育てて
いく໋を担っている。

中ԝ市場のݪは代ʑଓくڕళとい͏金ᖒՈの
ϧーπにҼる部分が大きい。lڕʹ৽な食材zをѻっ

てきたことから、εーύーマーケットとい͏業ଶで生き
る現ࢲ」、ࡏたͪが大切にしているのは、ڕ・・ࡊ・
ࡊとい͏生4品です」と金ᖒ社は͏ݴ。大खڝ合
ଞ社がͻしめくεーύーマーケット業քにおいて、ಉ社
は「後発でখن」を自ೝしながら、ಠ自のళづくりを目
指し、成してきた。

ళ名มߋのΤϐιーυもϢχークだ。「ϏッグフϨッ
ク」とい͏ళ名を、ৗ࿈のお٬༷たͪ、ಛにঁࢠ高生が

「ϏフϨ」とい͏ѪশでݺΜでいることを知った先代が
「ͦれいいͶʂ」とళ名に࠾༻したとい͏。いੈ代のお
٬༷にѪされ、通いଓけていただけるおళでありたいと
い͏ࢥいが今の൘にදれている。

自由度の高いチェーン展開

現11ࡏళฮを構える中ԝ市場では、大ઋ市に流通η

自分たちの身の丈に合ったノウハウを構築し
　　お客様と一体感のある店舗経営を目指す

代表取締役社長
金 澤 正 樹
Masaki Kanezawa

༗ݶձࣾ�தԝࢢ

ࣸਅは大ઋ市のࠃಓ105号ઢԊいにある「ϏフϨ
大ۂళ」。ڕίーφーの品ଗえが充実しており、
おはこのおళでങ͏と決めているৗ࿈さΜも
多い。経営

探訪
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有限会社 中央市場
〒014-0206　秋田県大仙市長戸呂字蛭川端38番地
TEL.0187-88-8577　FAX.0187-88-8573

○創業／昭和56年7月
○資本金／5,000万円
○従業員数／213人
○営業品目／小売業　スーパーマーケットチェーン

⮦ ηϛηϧフϨジのಋ入でϨジの
。間がॖされた࣌ͪ

⮧ ηϛηϧフϨジのૢ作は؆୯で、
୭でも1度で׳れてしま͏。

⮨ ったときはϨジελッフがす͙ࠔ
に対Ԡしてくれるので҆৺。

⮩ 。をָしめるՌ実ίーφーײઅق

ンλーと生Ճ工ηンλーをઃஔして流とՃ工をཧ。しか
し、各ళฮの入れや୨のཧは、ͦ れͧれのళのஅにҕͶ
るとこΖが大きい。「現ࡏのنだとຊ部அをつよりも、ళ
அの方が実ঢ়に合っていてਝな対Ԡができる。お٬༷の
ごཁにԠえやすい」とす。ຊ部主ಋでの一ׅ入れや作業ޮ
Խにこだわりす͗ͣ、ঢ়گをよくݟてมえていくlΏるさzも必
ཁであるとして、ຊ部と現場のҙݟを༥合させた݁Ռ、ళฮに
よってಠ自の得ҙジϟンϧが生まれてධをݺΜでいる。

こ͏した自༝度をڐ容できる・ྔࡋをҕͶられるഎܠには、ৗ
に全社でのҙૄࢥ通がਤられているがڍげられる。中ԝ市場
では年度ごとに「ܦ営計画ॻ」をࡦ定しており、৽年度の࢝めには
全社員をूめたܦ営計画発ද会を実ࢪしている。このऔりΈ
は業当ॳからଓけられており、ܦ営計画をಁ໌Խしてڞ༗する
ことで、社員の自֮をଅすことができ、ײがڧまるとい͏。

「社員のҙ識的な参Ճがあったからこͦ、業当ॳからのl売り上
げ100ԯԁzとい͏目ඪをクϦΞして、次にਐΉことができたの
だとࢥっています」と金ᖒ社。

将来を見据えた展開を

今後の展については、「今まで築き上げてきたものを大切に
ҡ࣋しながら、কདྷ的な展開をݟ極めてਐΜでいきたい」とす。
ͦのための必須߲目として「主࣠である生4品の࣭を高めてい
くこと」「お٬༷のにࣖをけଓけること」「ຊ部や現場ελッフ
たͪとのجຊ的な議を通して現場のをरい上げること」の3
をৗにҙ識している。

の一としてηϛηϧフϨジのಋ入をࡦ年11月、কདྷ的な対ࡢ
決அ。人ݮޱগがݒ೦される中、働きखのෆからΦϖϨーγϣ
ンのল力Խの必ཁੑを実ײし、年かけて全ళฮにಋ入した。
ηϛηϧフϨジはおങい上げ商品のಡΈ込ΈをϨジのελッフが
行い、代金のࢧいのΈ機械で行͏ものである。高ྸのৗ࿈٬も
多いことからಋ入ॳظのࠞཚをݒ೦していたが、実際には大きな
トϥϒϧもなくॱ調にҠ行できた。݁ Ռとして、代金やおつりの
受けしの࣌間がॖされ、Ϩジͪの流れがॱ調になり、売り
上げが上するとい͏ޮՌも生まれた。「কདྷ的には（商品のಡΈ
込Έから代金ࢧいまで行͏全な）ηϧフϨジに切りมえる必
ཁもあるでしΐ͏が、ͦ こは機をݟながらਐめたいです。この事
業ではあきたا業ੑ׆Խηンλーのઃඋି༩੍度を׆༻しまし
た」と金ᖒ社。

今後は県内だけではなく、現ࡏਐग़しているؠख県、山ܗ県で
のళฮ展開も視に入れている。࣌代の流れに合わせて、今後も
自༝度の高いܦ営ελΠϧで、地域の人ʑにѪされるεーύーを
目指していく。
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センター活用事例
CASE

1 県外を視野に入れた展開を
［有限会社 蕗月堂｜ IUUQ���XXX�SPHFUTVEP�DPN］

工場にྡした営ళでは、地ݩでしかങえ
ない「どらローϧ」などのお՛ࢠもฒΜでい
る。ΨϥεのԞでは工場の༷ࢠもݟることが
できる。
現ࡏ、৽製品「ͪΐこ」γϦーζを開発中。
ళ಄にฒͿ日もۙい。

〒019-0503　秋田県横手市十文字町西原一番町74／ TEL0182-42-0206・ FAX0182-42-0553
E-mail : rogetudo@lemon.plala.or.jp

「跡取りだから…」から天職に変わる

蕗月堂は、「しっとりまんじゅう」「すてぃっくどらやき」
などのヒット商品をもつ和菓子屋。3代目の佐藤社長は、
近隣のスーパーのみだった取引先を全県・県外に広げ、工
場前に直営店を作るなど、新たな取り組みを行ってきた。
取材の際に、佐藤社長が最初に話してくれたのは若い

頃のこと。「大学卒業後、東京で就職するはずが、家の都
合で急遽、家業を継いだ」。昭和50年代は作れば売れる
時代。作業に追われて、菓子づくりの勉強をする時間すら
なかったという。やがて「このままでいいのか」という自問
自答から、佐藤社長の探求が始まった。「いい師匠に出会
い、菓子づくりの技術が科学と結びついていることを知っ
た頃から、家業が俄然面白くなった。今は本当に楽しい
よ」と話してくれた。
今年4月1日、秋田駅トピコに開店した立ち飲みバー&

秋田県産品ショップ「あきたくらす」に、立ち上げたばかり
の新ブランド「蕗月」の商品を出品することができた。3月
半ばの打診に迅速に対応できた裏には、蕗月堂が着々と
すすめていたある計画が存在した。

企業等が抱える経営・技術・人材・情報等の課題に対し、センター
登録専門家 を派遣し、診断・助言を行います。

あきた企業活性化センター/総合相談課
（018-860-5610）まで。

কདྷΛݟਾ͑ͨల開Λ͢ࡧΔ͏ͪʹ
͖ͯ͑ݟ 「ͨ෫݄」ϒϥンυの৽ͨͳల開

事業概要 専門家の派遣

お問い
合わせ

新ブランド「蕗月」で新たな販路を狙う

なぜ「あきたくらす」への出品が可能だったのか。
佐藤社長は、数年前から単発のイベントでお付き合い
のあった県外の高級スーパーや百貨店に、商品を常時置
いてもらいたいと考えていた。その販路拡大のために、当
センターのよろず支援拠点を通じ、専門家の派遣を利用、
新ブランド「蕗月」のパッケージデザインを誕生させていた
のだ。
佐藤社長にとって「蕗月」は「お茶菓子のナンバーワン」。
正直な仕事をして、安心して食べてもらえる菓子を作り、
お客様に愛してもらう。取り扱い商品はしっとりまんじゅ
う、どら焼きなどの4種類・複数アイテム。そのためのチャ
レンジはこれからも続く。

「お՛ࢠのφン
όーワン」を目指

したいとい͏
ၚ社౻ࠤ
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印刷会社発  秋田みやげの新定番

検査体制充実で業績アップ

［有限会社 米内沢中央印刷］

［秋田部品株式会社｜ IUUQ���XXX�BLJUB�CVIJO�DP�KQ］

可をڐされたࣸਅやղઆはすてࡌܝ
औり、内容も֬ೝࡁΈ。年、ҹ業に
関わってきたތりが͡ײられる。

今年1月にಋ入したܗঢ়ଌ定ثとԁ
をѻえثはଌ定ࡏ現。ثਅԁ度計ଌܘ
る人材の育成・૿ 員にもऔりΜでいる。

秋田部品の製作する自ಈंの機構部品
の一ྫ。ύーπຖのೲ品のほかに、全て
をΈ上げてのೲ品も行͏。

〒018-4301　秋田県北秋田市米内沢字寺の下33-1 ／ TEL0186-72-3103・ FAX0186-72-5213
E-mail：y.tyuou1@cpost.plala.or.jp

〒013-0105　秋田県横手市平鹿町浅舞返り諏訪200／ TEL0182-24-3314・ FAX0182-24-3312
E-mail：tamakun@blue.ocn.ne.jp

ত57年業の「秋田部品」は、自ಈंの機構部品を
中৺に各छਫ਼ີ部品の製作を行っている。

平成29年1月、当ηンλーのઃඋି༩੍度をར༻して、
。のಋ入を実現したثਅԁ度計ଌܘとԁثঢ়ଌ定ܗ
「今までは、計ଌثを࣋っているೲ入先に部品をͪ࣋込
Μでଌ定を行っていた。ਖ਼否の֬ೝができるまで作業を
めてつとい͏ޮのѱさがネックだったので、ಋ入はࢭ
必須だった」とࠤ౻工場。このಋ入で社内に必ཁな機ث
がすてଗい、ઃඋとしてはύーフェクトのঢ়ଶで受で
きるよ͏になった。

今回のಋ入は日産ྻܥからの७ਖ਼部品製作の受が
きっかけだった。会社としては大きなࢿだが、ͦ れҎ上
に「作業の無ବをなくしたことで、事の࣭が上がった実ײ
がある」とࠤ౻工場。今年になってҩྍ機ثやリニアな

旧森吉町米内沢の中心地で印刷業を営む「米内沢中央
印刷」。創業から64年、地域を支えてきた印刷所だが、近
年の人口減少の影響は大きいという。市町村合併や学校
の統廃合も進み、印刷物の受注は激減。厳しさを増す経
営状況の中、三浦社長夫人の孝子さんのアイデアにより開
発されたのが「ほっこりふるさと秋田」シリーズの一筆箋
だ。県内の名所や祭り、自然や動物などの写真が印刷さ
れた一筆箋は、空港や駅、観光施設のお土産店などで販
売されている。観光客や県外への手土産として人気で、発
売数は年々増加している。好調の一筆箋だが、発売当初
は印刷に1色機を使用していたため、印刷するのに4回刷
る必要があった。当センターの設備貸与制度を活用し、カ
ラー印刷機を導入してからは、効率が格段に上がったとい
う。秋田犬の写真が目を引く「秋田のメモっこ」「あきたい

どの৽たな事のଧも૿え、事の可能ੑががってき
たのがͦのূڌだ。

大きなసظを迎えた「秋田部品」、今後も業をॱ調
にਪҠさせ、কདྷ的には地ݩのए者のޏ༻にもݙߩした
いとしている。

ぬだもん」など、新商品の開発も進む。三浦社長自ら撮影
しているという写真も好評で、リクエストによりポストカー
ドも製作。「これからも、“心に響く秋田のお土産”を作っ
ていきたい」と孝子夫人。夫婦二人三脚で作り上げた商品
の、今後の発展が楽しみだ。

ηンλーのઃඋି༩੍度をར༻し、Φ
ンσマンυΧϥーҹ機をಋ入。一ච
ᝦの製作ޮもΞップ。

商品を通͡て秋
田県全体をり
上げていきたい
と三浦社

「ଌ定ثಋ入で
可能ੑががっ
た」とޠるࠤ౻

উඒ工場

๚࠶
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へ 生き残りをかけて、技術開発へ

ԣख市平ࣛொの๛かな自વにғまれた地に
工場を構える、ࣜג会社Ξελー。業のきっ
かけは、Ξελー工業ࣜג会社・秋田工場の
ดだった。2009年12月、Ϧーマンγϣック
のӨڹにより工場のดが決定。当࣌、工場
だったຊڷ社は、「ै業員のޏ༻をकりた
い」の一৺で、工場をৡってくれるよ͏Φーφー
にஊした。पғの対をԡし切って工場
をങいऔり、2010年1月、ࣜג会社Ξελー
が生した。ै 業員たͪは全員、ただの1日も
ࣦ業することなく、ࣜג会社Ξελーにޏ༻さ
れた。

業当࣌は、औҾ先がほとΜどなく、まった
くのࣈ。社は会社ଘଓをかけて、ٕ ज़開
発にりग़す。ͦ れもただのٕज़ではなく、ੈ
քと戦えるΦンϦーワンのٕज़開発にこだ
わった。

ຊڷ社がߟえるੈքと戦える優れたٕज़
とは、جຊཧ೦が「γンプϧであること」。この
ٕज़がどのよ͏に׆༻できるのかが分かりやす
く、આ໌しやすいとい͏こと。ͦ れから、「μン
トπであること」。ଞ社の製品とൺֱしたとき
に、ͣ ൈけてޮՌが高い、ίεトがい、な
どのΠンύクトがあること。࠷後に、「࣌代の
χーζに合っていること」。「ੈの中に必ཁとさ
れているٕज़でなくては、開発するҙຯがな
い」とຊڷ社は͏ݴ。

こ͏した৴೦にجづき、いくつものٕज़・製
品が開発された。

代表取締役社長

本 郷 武 延
5BLFOPCV�)POHP

ձࣾΞελーࣜג
〒013-0105 秋田県横手市平鹿町浅舞字
道川北18-3
TEL.0182-24-1377
FAX.0182-24-0611
URL http://ast-aster.com

株
式
会
社
ア
ス
タ
ー

͔֬ͳٕज़ྗͱɺಠతͳ開ൃྗʹΑͬͯ
ΒΕͨɺΦンϦーϫンの品Ͱɺԣख͔͑ࢧ
Βੈքͱઓʂ
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確かな技術で大躍進
LE%র໌の製品分ではಠ自の์ٕज़をར

༻し、ബܕԽ、ܰ ྔԽ、লΤネԽを実現。֗ 路౮
やٿ場の間র໌としても׆༻され、Ξελー
のLE%র໌は大ا業とݞをฒる。߽ ઇ地ଳで
ある地域の人ʑの生׆をָにしたい、とい͏ࢥい
から、ࠜやݰ関、ݢ下にઃஔできるলి力༥ઇ
γート「ઇどけͪΌΜ ╽」や、Ξελーচஆγε
テϜ「͵͙だマϧ」の開発・製造にも力を入れて
いる。また、༹ やணࡎを༻しない合、「Χ
γϝ」においてଞにない高いٕज़力をތってお
り、ಛڐをऔ得している。

あるΞελーの開発ٕज़の中でも、ۙ 年、
目をݟுる成Ռを上げているのが、高ޮϞー
λーίΠϧ「A4TίΠϧ」だ。ಠ的な൘ঢ়のಔ
ઢの成ٕܕज़により、ϞーλーίΠϧのখܕԽ、
高ޮԽに成ޭ。ి ࢪ自ಈंやඈ行機、発ిؾ
ઃなどでの׆༻がظされる。このA4TίΠϧ
は、/E%0の平成27年度戦略的লΤネϧΪー
ٕज़ֵ৽プログϥϜに秋田県のا業としてॳめ
て࠾されている。ここでも、Ξελーのٕज़は
大ا業とݞをฒた。
「自વ๛かなܙまれたڥ、֬ かなٕज़力を
った人材、ここにはすてがଗっている。ここ࣋
から、ੈ քに戦したい」と、ຊڷ社。உؾあ
;れる社と、ͦ の社をู͏70人のै業員が
ੈ、えるこの工場ではࢧ քの大ا業をऔҾ૬ख
とするٕज़・製品の開発が今日も行われている。

［会社概要］
自動車関連部品、産業機械装置、医療機
器、LED照明、融雪シートなどの開発・製
造・販売を行う。高い技術力によって製造さ
れた製品の品質・精度には定評があり、大
手企業の自動車関連部品、医療機器などの
製造を手掛ける。さらに、独創的かつ実用的
な自社製品の開発においても成功を収めて
いる。
創設年：2010年

⮦ সإのຊڷ社とै業員のօさΜ
⮧ ൘ঢ়のಔઢがಛ的な A4TίΠϧ（ࠨ）

│ΦϯϦʔϫϯۀاհ6



第1回（8日）
マーケティングのߟえ方や、フϨーϜから「はΈग़す」

ことから生まれる、売れる商品の法ଇについてֶ習し、
ফ費者の࣋つཉٻや課題を૾するトϨーχングが行
われました。

商品ا画に関しては、ࣇౡさΜから商品をखに入れた
後のফ費者の৺のಈきまでをߟえた、ものづくりの大
切さがޠられました。

ɹ͖͋ͨੑ׆ۀاԽηンλーͱࣜגձࣾϑΣϦγϞओ催ʹΑΔ「品اըϫンϙΠンτηϛφー」͕ �݄�ɾ��ɺ秋田ࢢ
จԽձؗʹͯ開催͞Ε·ͨ͠ɻࢣߨɺ「ੜࢹऀ׆」ののͮ Γ͘ʹͩ͜わΓɺʑのώοτ品ΛੜΈग़͖ͯͨࣜ͠גձ
ࣾϑΣϦγϞ౦ࣄॴॴɺࣇౡӬ͞࡞Μɻ��ࣾ��໊のࢀՃऀ 「͕ͦの品Ͱ୭ΛͲ͏͠ ͨいの ʁ͔」のࢹ͔ΒɺചΕ
Δ品開ൃのख๏ʹͭいֶͯͼɺ͑ߟൈ͖·ͨ͠ɻ

主催事業報告

商品企画ワンポイントセミナー
～秋田発世界経由未来行き

スター商品の開発を目指して～

～本セミナーは「スタートライン」のプログラムを活用しています～
「スタートライン」は東北の事業者が主役となって魅力的な商品を生み出せるよう、ものづくり・ひとづくりをサポートする（株）
フェリシモの事業。セミナーや商品企画のサポートを経て、「スター商品誕生オーディション」で流通大手企業へ向けプレゼンしま
す。新商品を全国デビューさせるチャンスです。詳しくは→http://www.startline.info/

これから受講者の皆さんは9月に仙台市で開催される「スター商品誕生オーディション」に向けて商品企画を進めていきます。
私たち職員も最後までしっかりサポートしていきます。
○予告　8月募集開始予定

児島氏をはじめ、様々なプロを講師に商品企画を徹底的に学ぶ、連続セミナー（全5回）を10月～11月に秋田市で開催する予定です。

お問い合わせ ૯合اը෦ɹࡒɾσβΠンࢧԉ՝ɹTEL018-860-5614 ・FAX018-863-2390

第2回（22日）
ಉ͡よ͏な商品がฒͿ中、ど͏Ξプローチしたらফ費者

が商品に振りいてくれるのか。商品名やޮՌ的なΩϟッ
チίϐーなど、ݴ༿のΈ立て方についてֶびました。

商品Ҋをߟえる࣌間には、「ᎄのจষ」をݩに多༷なΞ
プローチを࣋った商品Ҋが多くग़され、ͦ の後の発ද
ではࣇౡさΜから、実際に商品として売れるものかど͏か
の目ઢでධՁが行われ、内容のೱい࣌間となりました。

【受講者の感想】
●商品ا画のجຊを知ることができた。
● 発දしたا画に対するࣇౡさΜからの具体的なΞυόΠε

がඇৗにษڧになった。

● 作りखଆのࢥい（ૉ材のྑさ、高いٕज़）をえるよりも、
いखଆの発によるද現が大切とؾづかされた。

● 内容がॖڽされたηϛφーだったので2日間はく͡ײた
が、ͦ の分ू中してྟΉことができた。

主催事業報告│7



モチベーションコントロール・メソッド

産ࡁܦ会社あきた૯研は、平成29年度東ࣜג
業局の「中খا業・খن事業者人材֬อ・定ண等
ԉ事業」を受託し、લ回の2017年4月号でしたࢧ

「બれるا業になるため」のηϛφーを行ってまい
ります。おಡΈになられて「具体的に」知りたい方は、
ੋඇ、ご参Ճください。

・は秋田県内ではগない公ೝϞチϕーγϣンࢲ
マネジϟーの֨ࢿを࣋っています。これはϞチϕー
γϣンをݸ人の問題としてଊえるのではなく、৫の
問題としてଊえることで生産ੑを上する専門֨ࢿ
で、一部上場ا業のࣜג会社ϦンクΞンυϞチϕー
γϣンとֶߍ法人三ֶ園によってઃ立された一般
社団法人Ϟチϕーγϣン・マネジϝント協会が発行し
ているものです。Ϟチϕーγϣンを「やるؾ」とい͏
ҙຯで͏人も多いとࢥいますが、ͦ れはҙຯの中
のほΜの一部でしかありませΜ。今回はϞチϕーγϣ
ンについて詳しくおししたいとࢥいます。

モチベーションって何！？

よく「Ϟチϕーγϣンが上がった、下がった」とい͏
会がされますよͶ。でも、Ϟチϕーγϣンは上下す
るものではありませΜ。Ϟチϕーγϣンは日ຊޠにす
ると「やるؾ」とࢥわれがͪですが、やるؾは上下し
ませΜ。「やるؾがग़る」「やるؾがある」など、上下す
るものではないことがわかります。では、Ϟチϕー
γϣンとはいったいԿなのでしΐ͏か。Ϟチϕーγϣ
ンとは「ཧ༝」です。ͦ れも行ಈするཧ༝です。やりた
いཧ༝、やりたくなくても行͏ཧ༝、ਏくてもؤுれ
るཧ༝。ͦ れがϞチϕーγϣンです。これはൺֱ的ී
วなもので、ͪ ΐっとやͦっとのࠔではมわりませ
Μ。一方で、ͦ Μなことݴってもやるؾが無くなって
ʑとしているよʂとい͏方もいらっしΌるとࢥいま
す。ͦ の上がり下がりしているのはؾ分の、つまり
テンγϣンです。ࠣ 細なことに一ت一༕し、一日の中
でもؾ分のがあります。୯७作業にきたり、ෳ
いもので༊さ、えることにർれたりߟな課題にࡶ
れたりと、༷ ʑなཁҼでมԽしやすいものです。この
Ϟチϕーγϣンとテンγϣンをࠞಉすると自分のき
ෆきにؾづけなくなり、Ή݁Ռになります。

給与をあげれば
やる気が出る！？

৬場のڥվળのΞンケートでඇৗに໘നい݁Ռ
がग़ました。当社のγχΞσィϨクλー高木ໜの「৬
場定ணηϛφー」でも必ͣ಄に申し上げるほど大
切な߲目だとೝ識しています。2014年12月の中খ
事業者の人材֬ن業・খا業庁の調ࠪで「中খا

経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント経営サプリメント
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 各方面の専門家によるビジネスに役立つエッセンス

อと育成に関する調ࠪ」（ଜ૯合研究ॴ）とい͏も
のがあります。「定ணのために༗ޮだと͏ࢥऔりΈ
はԿですかʁ」とい͏࣭問への回が、ܦ営者と社員
ではҟなる݁Ռとなりました。ܦ営者が͏ࢥ定ணに
必ཁなことの1Ґは「金の上」です。しかしなが
ら、ब業者（ै業員）がرする定ணに必ཁなことは

「興ຯにあった事・のある事の役ׂ」つまり
「やりがい」です。「金の上」は9Ґまで下がる݁
Ռとなります。

Ϟチϕーγϣンをߟえる上ではຬのݪҼと、ෆຬ
のݪҼがҟなることをڧ調したいです。やりがいは
ຬするかしないかに関し、金はෆຬのݪҼに
なります。やりがいがあれຬしますが、なくても
ෆຬにはならͣ、ただ「ຬしていないঢ়ଶ」なだけ
です。しかしながら金はෆຬのݪҼになり得ます。
金はいくら上がってもຬするఱҪはありませΜ
が、े 分でないとڧいෆຬになります。つまり金を
上げるとい͏ことは、お金の問題ではなく「ؤுりを
ೝめる」「ଘࡏՁをೝめる」とݴった、実は「を
され、ධՁされる」とい͏ことの実ײのために必ཁ
なことなのです。

見直そう！
なぜあなたは働くのか？

Ϟチϕーγϣンが下がるときは、ຬをٻめている
̓。のどͪらかになります࣌とෆຬをղফしたい࣌ қ
なॲ۰վળとࢥった対Ԡが、ޮٯՌになってしま͏
もあるのです。働き方վֵの中で、ॲ۰վળੑݥة
とい͏と金などの݅໘がऔり͟たされます。し
かし、もっとιフトの部分、つまりब業者はやりがい
や働きがいをٻめておりますが、中にはのある
役৬ではなく現場でお٬さΜと৮れ合いたいとࢥっ
ている人もいることでしΐ͏。ब業者一人一人があり
たい࢟を、ཧ৬と現場が対でڞ༗していくこと
がॏཁです。ͦ のためにはຊԻをしやすいงғؾ、
せرが通るかもしれないとい͏ظײなど、
目にはݟえないۭײؾを作りग़さなけれなりませ

Μ。ا業のཧ೦やܦ営方などへのײڞはもͪΖ
Μ、๙める、গししい事をせる、予ࢉを༩え決
ཧするのではなく、৴པし合͏こ、をҕͶるなどࡋ
とも大切なことです。౷的にଓくཧ೦をԡしけ
るのではなく、ै 業員とし合った「今のܦ営ཧ೦へ
มߋする」ことを࠷ॳの一าとしてはいかがでしΐ͏
か。あきた૯研ではͦ͏いった社内ワークγϣップな
どのフΝγϦテーγϣンも行なっております。おܰؾ
にご૬ஊください。

株式会社あきた総研　代表取締役
須田　紘彬

Hiroaki Suda

【略　歴】
株式会社リクルートにて新卒、中途採用の

コンサルティング法人営業を北東北担当とし
て経験。30歳までに起業することを目標に
逆算し退職、海外経験を積むためにニュー
ジーランドで1年間過ごした後、都内の人材
系ベンチャー企業にキャリアコンサルタント
として就職。そのベンチャー企業にて営業、
法務も兼任し統括マネージャーとして経営
全体に携わる。2013年10月に秋田就職総
合研究所を設立。2016年12月に株式会社
へ法人化。

ӦαϓϦϝϯτ│9ܦ



お 知 ら せ nformationI

総合企画部 総務企画課 TEL 018 - 86 0 -56 03　　FAX 018 - 86 3 -239 0お問い合わせ

■ 平成28年度顧客満足度調査について（概要）
あ き た 企 業 活 性 化 セ ン タ ー か ら の お 知 ら せ

あきた企業活性化センターを利用された皆様の満足度を調査し、
今後の支援等の充実や業務の改善に役立てます。
平成28年４月１日から平成28年12月31日までにセンター
職員等が相談受付及び訪問等を行った事業者等。

平成29年2月21日（火）～ 3月3日（金）

回答企業等の内訳 職員の対応に関する満足度

支援を受けた（受けようとした）事業 職員に望むこと

創業支援
新事業・経営革新支援
設備投資支援
販路拡大支援
技術移転・開発支援
知的財産活用支援
その他

製造業
サービス業
卸・小売業
建設業
その他・不明

満足
どちらかというと満足
普通
どちらかというと不満
不満

相談や事業のフォ
ローアップの充実

仕事・業務に役立
つ情報提供の充実

豊富な専門知識

その他

（ ）内は平成27年度の数値 （ ）内は平成27年度の数値

（ ）内は平成27年度の数値 （ ）内は平成27年度の数値

49.0%
（45.4％）

58.2%
（50.6％）

58.3%
（54.4％）25.3%

（28.3％）

11.9%
（11.7％）

4.5%
（5.6％）

15.9%
（18.0％）

1.3%
（2.3％）

1.0%
（2.5％）

23.6%
（26.6％）

16.8%
（19.5％）

13.7%
（16.3％）

5.0%
（6.7％）

15.5%
（12.1％）

31.3%
（30.4％）

8.3%
（7.6％）

14.8%
（13.9％）

19.6%
（20.0％）

5.4%
（6.3％）

6.2%
（6.3％） 14.4%

（15.5％）

調査
目的

調査
対象

調査
期間

※一部の設問では、複数回答・未回答があるため、回答の合計数は回収数と一致しません。

本調査にご協力いただいた皆様、ご協力ありがとうございました。顧客満足度調査報告書は、5月中にとりまとめ、当センターHPで公開します。

■　　調査対象数 1,356
■　　あて所無しによる返送数 27
■　　回　収　数 620
■　　回　収　率 46.7％（平成27年度／42.7%）

　回答のあった企業等の業種別内訳は、「製造業」が304
（49.0%）、「サービス業」が104（16.8%）、「卸・小売業」が85
（13.7%）、「建設業」が31（5.0%）、「その他・不明」が96
（15.5%）となっている。

　支援を受けた事業の内訳は、「新事業・経営革新支援」が
31.3%、「販路拡大支援」が19.6%、「設備投資支援」が14.8％、
「知的財産活用支援」が14.4％、「創業支援」が8.3％、「技術移
転・開発支援」が5.4%、「その他」が6.2％となっている。

　センター職員に望むことについては、「相談・事業等の
フォローアップの充実」が58.3％、「情報提供の充実」が
25.3％、「豊富な専門知識」が11.9％、「その他」が4.5％と
なっている。

　「満足」、「どちらかというと満足」が合わせて74.1%、
「不満」、「どちらかというと不満」は合わせて2.3%となっ
ている。

（満足×100）＋（やや満足×75）＋（普通×50）＋（やや不満×25）＋（不満×0）
総回答数

総合的な顧客満足度指数
82.277

│お知らせ10



お 知 ら せ nformationI
「秋田絶品マーケティング塾」のご案内

　秋田県では、平成25年度より、県内の食品事業者などを対象とした人材育成講座「秋田絶品マーケティング塾」
を開催しており、今年度で5回目を迎えます。
　この塾は、食に関するマーケティングノウハウや商品戦略などの習得と磨き上げ、講師陣や受講者とのネット
ワークの構築などにより、魅力ある商品（絶品）の開発や県内外への販路拡大につなげていただくとともに、自社や
地域の食品産業の発展を目指していただくことを目的としています。
　多彩な講師陣による講義のほか、演習や討議、首都圏の製造や流通の現場視察、「3か年計画」の作成など、実践
的で分かりやすく、事業展開に具体的に役立つ充実した内容となっており、塾終了後も講師陣によるフォローが行
われています。

※受講者は、県食品マッチング専門員によるサポートを優先的に受けることができます。

開催概要
全　日　程：第1回／平成29年6月14日（水）（1日）
　　　　　　　　  会場：秋田県庁第二庁舎4階 高機能会議室（秋田市山王3丁目1番1号）
　　　　　第2回／平成29年8月30日（水）（1日）
　　　　　　　　  会場：秋田県庁第二庁舎4階 高機能会議室（秋田市山王3丁目1番1号）
　　　　　第3回／平成29年9月27日（水）～29日（金）（3日間）　会場：東京都内（調整中）
　　　　　第4回／平成29年10月18日（水）～19日（木）（2日間） 会場：秋田市内（調整中）

対　象　者：●県内の食品製造事業者もしくはこれから食品製造事業に参入予定の県内の事業者（各事業者1名）
　　　　　●全日程を受講できる方
　　　　　○実際の商品（食品）づくり及び販売に主体的・積極的に関わる方
　　　　　○地域において商品（食品）づくり及び販売のプロジェクトに主体的・積極的に関わる方
　　　　　○この塾で得た知識やネットワークを自社及び地域の食品産業の発展に生かしていただける方

定　　員：20名（定員になり次第、締め切らせていただきます。）
受　講　料：無料（交通費・宿泊費・食事代等の実費は各自でご負担いただきます。）
申込締切：平成29年5月26日（金）
決定通知：平成29年6月9日（金）までに受講の可否を通知します。
詳細については、下記までお問い合わせ下さい。

お問い合わせ先
○秋田県産業労働部 地域産業振興課 食品工業班　担当：三浦
　TEL：018-860-2224　FAX：018-860-3878　E-mail：induprom@pref.akita.lg.jp
○「秋田絶品マーケティング塾運営事務局」　担当：池田
　一般社団法人流通問題研究協会内（秋田県から「秋田絶品マーケティング塾」業務を受託しています。）
　〒105-0011 東京都港区芝公園3-5-8　機械振興会館402
　TEL：03-3436-1686　FAX：03-3436-1690　E-mail：ikeda@idr.or.jp

●は必須

お知らせ│11



430
2017.05

BIC
B

usiness Inform
ation C

enter
A
kita

ビ
ッ

ク
あ

き
た

　
Ｖ

ＯＬ.430　
2017年

5月
15日

発
行

　
編

集・発
行

／
公

益
財

団
法

人
 あ

き
た

企
業

活
性

化
セ

ン
タ

ー
　

〒
010-8572　

秋
田

市
山

王
三

丁
目

1番
1号

　
Tel.018-860-5603 Fax.018-863-2390

本
誌

は
、賛

助
会

員
へ

の
配

布
と

な
っ

て
お

り
ま

す
。購

読
を

希
望

さ
れ

る
場

合
は

、上
記

ま
で

お
申

し
込

み
く

だ
さ

い
。　

秋田市河辺畑谷字蟹沢142-58　☎018-881-3228　http://ikko-yururun.com/ いっこゆるるん 検索

茜染めボーダー柄　各種 ¥4,980
ふわっと、涼しい、腰まですっぽり

2017 オーガニックコットン 汗ばむ夏に向けて

2017. 6/17　･18
10：00~16：00

土 日期日

場所 道の駅あきた港
セリオンガーデン 玄関入り口

夏用オーガニックコットンレースマスクは、
セリオンガーデンで販売中

1.カジュアル・プルオーバー

¥836円～1,944
汗ばむ肌を心地よく～

3.5本指靴下、
　手袋・ショーツ

各 ¥1,400
涼やかな香りと可愛い表情で、ニコニコ～

4.ラベンダー入り
　アモーレモンキー¥1,080～3,750

蒸れ・紫外線対策に～

2.キャスケット帽子&
　レースマスク

肌に優しい自然素材・涼やかアイテム展


